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【対象となる方】

【研究課題名】　

【研究責任者】　

【本研究の成果】

【本研究に提供している試料・情報】

【研究期間】

【試料・情報等扱う機関】

国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター バイオバンク
所属　メディカル・ゲノムセンター バイオバンク部　　
電話番号　042-346-3520

 （問い合わせ窓口）

E-mail：biobank※ncnp.go.jp（※を＠に変更してください)

提供後～2025年12月31日

なし
　　
　　

提供する試料・情報の取得の方法：「筋疾患診断支援および保存と研究利用（筋レポジトリ―)」(旧
課題名「筋疾患診断支援と筋レポジトリ―の構築」）(主任研究者：西野一三）にて、広義の診療と
して同意を得て保管している臨床情報ならびに凍結骨格筋検体を対象とする。

病理所見、病理診断名、性別、年齢、服薬情報、感染症検査結果、血液検査結果、合併症

研究成果報告書

皆様よりNCNPバイオバンクに提供いただいた臨床試料（血液・髄液等）と臨床情報を利用した研究で
以下のような成果が見られましたのでご報告させていただきます。
ご協力ありがとうございました。

筋疾患患者由来試料を用いた新規創薬標的分子の探索

西舘　亜紀子(田辺ファーマ株式会社［旧：田辺三菱製薬株式会社］)

筋試料

「筋疾患診断支援および保存と研究利用（筋レポジトリ―)」(旧課題名「筋疾患診断支援と筋レポジトリ―の
構築」）(主任研究者：西野一三）の参加に同意し、国立精神・神経医療研究センター筋レポジトリーにおいて
保存されている試料のうち、皮膚筋炎、免疫介在性壊死性ミオパチー、抗合成酵素症候群、封入体筋炎と診断
された患者様、ならびに筋病理で診断的所見が得られなかった患者様の残余骨格筋検体が対象

筋組織での創薬標的因子の発現変動および局在を調べたところ、筋炎患者で発現が増加すること、また、
筋障害に関連する細胞が多い領域に多く存在することが分かった。これらのことから、この因子は筋障害
に関与し筋炎の治療標的になる可能性がある。

国立研究開発法人　国立精神・神経医療研究センター　理事長　中込和幸
〒187-8551　東京都小平市小川東町4-1-1　　Tel:042-341-2711（代表）
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